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講演要旨
免疫応答では病原微⽣物やがん細胞を排除するアクセルとなる正の反応と過
剰な反応を抑えるブレーキとなる負の応答がバランスを保つことが必要であ
る。炎症性サイトカインは正の反応を促進し、制御性T細胞(Treg)やがんの
チェックポイント阻害剤の標的であるPD-1やCTLA4は負のブレーキの⼀つで
ある。我々は⻑年、サイトカインシグナルの制御機構に関する研究を⾏い
JAK-STAT経路の負の制御因⼦としてSOCSファミリーを発⾒した。これらの
負のブレーキを踏む転写因⼦としてNR4aが⾒出された。本講演では特にTreg
による脳内炎症の制御機構とNR4aによる免疫寛容の分⼦機構について総括し
つつ最新の知⾒を交えて解説したい。
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2024年3⽉７⽇(⽊) 17時45分から19時15分（終了時間は予定）
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